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はじめに 

床衝撃音研究会では，2007 年 6 月に「集合住宅の音環境―乾式二重床の Q＆A―」と

して，音環境に対する乾式二重床の性能を Q&A 形式で分かりやすく解説した冊子を発刊

いたしました。発刊後の 2008 年 3 月に「床材の床衝撃音低減性能の等級表記指針」１）

（以下等級指針と略す）が示されました。等級指針は従来の「推定 L 等級」による表記

での課題を解決し，さらに「標準型試験体」を規定しました。等級指針では，製品の床

衝撃音低減性能を「部材性能」としてΔL 等級で表示しており，デベロッパー各社も乾

式二重床の仕様規定を等級指針に対応したものへと変更いたしました。 

 生活のライフスタイルに合わせて間取りを変更できるような乾式二重床の開発もさ

かんに行われ、さらに上下階で異なる間取りとなる場合も増えてきました。このような

背景から 2013 年 1 月に「集合住宅の音環境―乾式二重床の Q＆A―（改訂）」を発刊い

たしました。改訂では床衝撃音低減性能の確保に有利な「床先行工法」と「乾式二重床

の施工上の注意点」についてそれぞれ新たに章を設け，詳しく解説しました。 

 2019 年 7 月に最近の新たな乾式二重床に関する知見（特に環境に配慮し合板を用い

ない乾式二重床），実建物における床衝撃音遮断性能のデータの追加，共同住宅の基本

設計から竣工までの間に音環境上配慮すべき事項，読者の皆様から寄せられた質問を基

に「第 6 章 乾式二重床の Q&A」の見直し等を行い，「集合住宅の音環境―乾式二重床

の Q＆A―（改訂 3 版）」として発刊いたしました。 

 今回、前回の改訂（改訂３版）から 5 年が経過し、新たな研究成果、知見を加え 

・乾式二重床と戸境壁や PS 壁との納まりの追加 

・近年の住戸プランを反映した実建物における床衝撃音遮断性能のデータの追加 

・「第 6 章 乾式二重床の Q&A」の見直し 

・近年の判例を基にして「音・振動をめぐる法的判断」の部分の見直し、 

・乾式二重床に関する文献の追加、日本産業規格の改定等に伴う見直し 

を行い「集合住宅の音環境―乾式二重床の Q＆A―（改訂４版）」として発刊いたしま

した。  

読者の皆様からの意見を取り入れ，今後もさらに改訂を進めていく考えでおります。

乾式二重床を含めた床衝撃音遮断性能の予測法などいまだ十分な知見がない課題につ

いても引き続き検討を行っていく予定でおります。 

皆様から本冊子に関するご意見・質問等いただけると幸いです。 

なお，今回の改訂版でも電子データとして皆様にお届けすることに致しました。 

監 修  信州大学名誉教授 工学博士 山下恭弘 

2024 年 7 月 
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第 6 章 乾式二重床の Q&A 一覧 

 

1 床仕上げ工法（床仕上げ構造）には，どのような種類があるのでしょうか？（p.189） 

2 直張り防音フローリングと乾式二重床にはどのような特徴がありますか？（p.190） 

3 乾式二重床の場合，壁際に置いてある家具が揺れたりします。支障はないでしょうか?

（p.193） 

4 支持脚の防振ゴムは劣化しませんか？（p.194） 

5 躯体と乾式二重床の間に空気層がありますが梅雨時期など湿気でカビなどは出ないの

でしょうか？（p.195） 

6 ピアノや水槽，本棚を乾式二重床の上に置きたいのですが，大丈夫でしょうか？（p.196） 

7 壁際に重量物を置くと床衝撃音遮断性能は変化しますか？（p.198） 

8 乾式二重床の防振支持脚の本数を増やすと，床衝撃音遮断性能は向上するのでしょう

か？（p.200） 

9 乾式二重床で仕上げを石張りとするとき，温水式床暖房はどのようにしたら良いでし

ょうか？（p.202） 

10 温水式床暖房マットは床衝撃音遮断性能に影響しますか？（p.203） 

11 乾式二重床下地施工後の後工程で資材を仮置きするときの注意点を教えてください。

（p.205） 

12 乾式二重床施工後の床破壊荷重の目安はどのくらいでしょうか？（p.206） 

13 端部に隙間をあけないと，重量床衝撃音遮断性能が低下するといわれていますが，実験

データはあるのでしょうか？（p.207） 

14 乾式二重床の仕上げ高さを変えて床下空気層を変化させると床衝撃音遮断性能に差が

でますか？（p.208） 

15 乾式二重床の床下に吸音材を入れた場合と入れない場合とでは，どの程度床衝撃音遮

断性能に違いが出てくるのでしょうか？それほど差がないのであれば，吸音材を入れ

ないほうが良いのでしょうか？（p.209） 

16 実際の共同住宅で，居室の床衝撃音レベルの性能を保証することは可能でしょうか？

（p.210） 

17 ΔL 等級の試験では，なぜ試験を行う床スラブの厚さが 200mm に統一されているので

しょうか？（p.212） 

18 実現場での床衝撃音遮断性能を予測する場合にΔL 等級の低減量を用いてよいのでし

ょうか？（p.214） 

19 共同住宅購入時に，「床材はカタログ性能ΔLL（Ⅱ）-3 の乾式二重床を使っていて性能

のよい製品」との説明を受けました。それなのに上階の足音（歩行音）が聞こえるのは，

なぜでしょうか？（p.219） 

20 均質単板スラブ厚 200mm で，硬めの支持脚を用いた乾式二重床下地の上に建材畳

45mm の仕上げで Li,r,L-45 は可能でしょうか？（p.220） 



 

21 上階の人が玄関で靴を履く音や脱いだりする音が直下階の寝室で聞こえてきます。ど

うして聞こえてくるのでしょうか？（p.221） 

22 上階から聞こえてくる音で，上階に住む人の動き（例えば廊下から LD への人の移動）

が分かることがあります。これは乾式二重床の施工が悪いからなのでしょうか？（p.222） 

23 高層物件になると，柱・大梁で囲われた部分が一住戸とならないケースが多くなります。

床衝撃音遮断性能はどう考えたら良いのでしょうか？（p.223） 

24 共同住宅の居室ではなぜ下階や隣戸からの歩行音が聞こえるのでしょうか？（p.225） 

25 同一住戸内で発生する「音の指摘」をされる方がおられます。どうしてでしょうか？

（p.229） 

26 乾式二重床の支持脚の防振ゴムを床スラブと接着剤で固定すると床衝撃音低減性能は

変わりますか？（p.230） 

27 ルーフバルコニーにウッドデッキを施工する場合，下階への床衝撃音遮断性能を確保

するためにどのような対策をすればよいでしょうか？（p.234） 

28 硬い乾式二重床の方が振動しにくく床衝撃音低減性能も高いように思えますが，実際

にはどのような関係でしょうか？（p.237） 

29 共同住宅において，上下階で間取りが異なる場合の乾式二重床の仕様を教えてくださ

い。（p.238） 

30 居室の直上に上階住戸の非居室が配置される場合にはどのような対策を行えばいいで

しょうか？（p.245） 

31 共同住宅における乾式二重床仕様で，居室部と同様に水廻り部（ビニル系床材）でも合

板の代わりに環境に配慮したガラス繊維不織布入りせっこう板を使用することはでき

ますか？（p.249） 

32 乾式二重床の床先行工法では床下が開放されているにもかかわらず，隣室間の遮音性

能が壁先行工法と変わらない理由を教えてください。（p.260） 

33 乾式二重床の仕上げを石張りとした場合，床衝撃音低減性能は低下しますか？（p.262） 

34 共同住宅の近くに鉄道軌道がある場合，内装仕上げを乾式二重床工法とすることは鉄

道通過音対策に有効ですか？（p.264） 

 

 


